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レブンクル自然情報
E-mail: rebuncle@lilac.ocn.ne.jp 

　けがした鳥、死んだ鳥、けがした動物、死んだ動物、見つけたら連絡して下さい。 電話6-1089　宮本

カラーで自然情報を「礼文島のHP　http://www.h3.dion.ne.jp/̃ishida_h/index.htm」 　　　　

　　　　　　　　　　「ゆうひの丘のHP　http://homepage1.nifty.com/seikanso/　」

自然情報は「BOOK愛ランド礼文」にあります。

　　　ハリギリ針桐（センノキ） の落ち葉

ウコギ科ハリギリ属　若い芽を食用にできる。礼文島では同

じウコギ科に、若芽が間違いやすいタラノキ（タランボ）や

草本でおいしいウド（山ウド）も含まれる。

落ち葉の積もった山道を歩いて
10月になって今年の紅葉は綺麗だなと思っていた

のもつかの間、雨、雹、25日には初雪が降り、ほ

とんどの葉は落ちてしまいました。葉が落ちた森

の中は夏の間見られなかった鳥の動きがとてもよ

く見えます。ミヤマカケスがミズナラの実でも

拾っているのか落ち葉の中をごそごそとあさった

り、ミヤマホオジロが群で道の両側でハンノキの

実をつついていました。シマエナガはオオイタド

リの枝で何を食べているのかな？私の歩く足元に

はところどころ落ち葉が吹き溜まっています。こ

の香深井から宇遠内に向かう歩道は、街路樹のな

い礼文島で、落ち葉を踏んで歩くことのできる唯

一の道です。落ち葉の上は弾力があって歩くのが

気持ちいいです。森も葉が落ちて透き通って見え

るし、冷え込んだ空気が凛と張っていて、すがす

がしく感じます。一年中クマゲラ、アカゲラ、ウ

ソ、ヒガラ等は声や姿を見ることができますが、

この時期は特に鳥の姿が見やすく、南下する渡り

鳥も多いので珍しい鳥、可愛い鳥にも出会いやす

くなります。落ち葉の種類もハリギリ、イタヤカ

エデ、ダケカンバ、ミヤマハンノキ、ナナカマ

ド、ホオノキ、ミズナラ、オオツリバナ、ツルア

ジサイなど多く見られ落ち葉拾いが楽しめます。

ただしツタウルシの葉はひときわ派手な赤い色

で、かぶれる方もいるので注意が必要です。落ち

葉を集めるときは良く見てから拾いましょう。

　　　ハリギリの細い枝には棘があります。

11月の海岸

礼文島の海岸ではこの時期特に注目したい4種類の

カモメとして小さくて足の黒いミツユビカモメ 、

オオセグロより小さく背の色が薄いセグロカモ

メ、セグロよりもさらに小型で足の黄色いカモ

メ、同じく足が黄色くて、背の色が黒めのウミネ

コがあげられます。この4種類は11月中に島を離れ

ます。南下するまでの短い期間ですが、いつ頃ど

んな天気の日にいなくなったか、気がついた方は

ご連絡下さい。特にウミネコの足にカラーリング

などがついていたら色に注意して日にちを教えて

下さい。冬の間はオオセグロカモメ 、ワシカモ

メ、シロカモメ の見分けに挑戦しましょう。
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2001年９月自然日誌
2日晴れ10.0度。駅伝大会。
3日快晴24.0～13.7度。礼文滝チシマリンドウ。
4日快晴24.3～13.2度。利尻クッキリ。
　オオセグロカモメ保護-左羽切除-6日放鳥。
5日晴れ20.3度。夕方利尻みえた。陸上記録会。
　ゴロタ下：エゾヤマハギ、ヒロハウラジロヨモギ、
　鮑古丹：ハマエノコロ、セイヨウアブラナ、オオイヌ
　ノフグリ、アキノノゲシ、イワヨモギ。
　江戸屋山道：アサギリソウ、ススキ。
　久種湖エゾナミキ、ハッカ、シロネ、ミソハギ。
6日晴れ23.5度利尻くっきり。元地エゾチッチゼミ。
9日曇21.9度。漁り火綺麗。
　桃展リシリブシ、レブントウヒレン。
11日曇高波14.8度。フェリー2便で欠航。
12日曇高波14.8度。全便欠航。晩星空綺麗。
13日晴れ22.3度。利尻クッキリ。星空綺麗。
　桃岩歩道アマツバメ、カワラヒワ、リシリブシ。
15日雨のち晴れ14.9度。やませの森植樹準備。
16日曇のち晴れ14.0度。庭にミヤマホオジロの群。
　礼文岳シマリス、ホシガラス、ツルリンドウ。
17日雨のち晴れ。ウニ漁。18.1～15.5度。
　宇遠内歩道検討会：エゾリンドウ、エゾトリカブト。
　トラツグミ死体拾う-内路今野柊一、熊木一真。

18日晴れ。12.0～18.4度。晩雨。差閉レブンソウ。
20日晴れ。ウニ漁20.7～15.3度。船泊ほっけ大漁。
　　夕方から雷雨、1930～雹が降った。
21日晴れときどき雨。12.3～8.1度。
　利尻山頂初雪が降った。自然情報78号発行。
22日曇9.2～11.7度。
　　宇遠内帰化植物除去、ナギナタコウジュ。
24日晴れ13.1度。利尻夕焼け綺麗。漁り火。
25日晴れ10.1～20.0度。晩星空。
26日晴れ13.9度。利尻クッキリ。
27日晴れ一時雨波浪注意報15.6度。
28日晴れ6.7度。晩雨雹。利尻みえた。
　キノコ観察会：ハイイロシメジとれた。
29日晴れ10.7～13.4度。利尻山再び雪降る。

鉄府のゴミ拾いに参加して
　10月5日礼文町企画観光課の呼びかけで「鉄府ゴ
ロタ浜」の「海岸線クリーンアップ事業」に参加し
ました。自然クラブ会員8名、香深井キャンプ場の
キャンパー7名、礼小4年生7名、役場職員など15
名、総勢37名が参加しました。
　海岸にはペットボトルや漁具のプラスチック、発
砲スチロールのゴミ、車のタイヤなどが大量にあり
ました。汚いだけではなく中身のわからないボトル
や医療廃棄物と見られる針のついた注射器、浣腸器
などのゴミも見られました。このことはゴミ拾いも
注意しなければ命に関わる危険な作業になりかねな
いことも物語ります。そして子供達が海水浴や砂遊
びで楽しむ海岸がとても危険な場所になっていると
も言えるのです。ハングル文字やロシア文字、漢字
に英字、海岸ゴミの問題は日本だけでは解決できな
いからやっかいです。これらのゴミを餌と間違って
食べる鳥や海の生き物たちもいると聞いてます。そ
の海で育った魚やたこ、貝類、海草を私たち礼文島
民、日本国民は食べています。一見青く美しい海は
実は病んでいることをゴミ達は語っています。特に
海食の自然景観の素晴らしい礼文島西海岸ではこの
まま放置できないほど見苦しいものになってきてい
ます。したがって、今後もこのような清掃事業は継
続していかなければなりません。しかし、今後行う
ときは注意しなければならない点がいくつか上げら
れます。まず軍手ではなくゴム手袋を着用するこ
と。ペットボトルやビン類は何が入っているか判ら
ないのでその場では開けないこと。ゴミを拾いなが
ら、そのゴミがどこで誰が捨てた物かを考えてみる
こと。そしてこの海のゴミを減らすにはどうしたら
いいのか考えてみること。　　　　　宮本誠一郎

　2001.9.21.　利尻山山頂初冠雪　昨年の初雪は10月に　

なってからだったが、1999年も9月21日に初雪が見られた。
　　　　　1992.10.16.　香深の沖に竜巻

　秋、朝焼けに立ち上る姿はまさに竜のごとく。


